
― 159 ―

印
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平
成
三
〇
年
十
二
月

日
隆
の
真
如
論
に
つ
い
て

米

澤

立

晋

一
　
問
題
の
所
在

真
如
と
い
う
概
念
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
・
中
国
の
仏
教

学
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
先
行
研
究
に

よ
り
知
ら
れ
る
）
1
（

。
真
如
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のtathatā

の
漢

訳
語
で
、
も
の
の
あ
る
が
ま
ま
の
す
が
た
、
如
実
に
知
見
せ
ら
れ
た
真

な
る
も
の
と
も
い
わ
れ
、
英
語
で
はsuchness
等
と
訳
さ
れ
る
。
大
乗

仏
教
で
は
空
性
、
即
ち
存
在
の
本
性
が
人
無
我
・
法
無
我
と
し
て
、
一

切
の
差
別
相
を
超
え
て
一
で
あ
る
こ
と
を
真
如
と
称
し
、
如
来
の
法
身

の
身
性
と
し
て
い
る
。
ま
た
唯
識
法
相
宗
で
は
、
円
成
実
性
（
内
的
な

本
性
）
で
虚
妄
を
離
れ
凝
然
と
し
て
諸
法
は
変
化
せ
ず
、
万
法
は
す
べ

て
第
八
識
の
転
変
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
伝
馬
鳴
（
二
―
三
世
紀

頃
）『
大
乗
起
信
論
』
で
は
、
真
如
に
不
変
と
随
縁
の
二
面
を
認
め
て

真
如
縁
起
を
論
じ
、
華
厳
宗
で
は
事
事
無
礙
を
も
っ
て
万
法
を
真
如
と

解
し
て
い
る
。
そ
し
て
中
国
天
台
宗
で
は
、
性
具
説
を
説
い
て
真
如
そ

の
も
の
に
本
来
的
に
染
浄
善
悪
を
具
え
て
お
り
、『
法
華
玄
義
』
巻
第

八
）
2
（

に
は
真
如
の
異
名
と
し
て
、
実
相
・
妙
有
・
真
善
妙
色
・
実
際
・
畢

竟
空
・
如
如
・
涅
槃
・
虚
空
・
仏
性
・
如
来
蔵
・
中
実
理
心
・
非
有
非

無
中
道
・
第
一
義
諦
・
微
妙
寂
滅
の
十
四
種
を
挙
げ
て
い
る
）
3
（

。

こ
う
し
た
真
如
論
が
展
開
さ
れ
る
中
、
鎌
倉
新
仏
教
の
祖
師
の
一
人

で
あ
る
日
蓮
（
一
二
二
二
―
一
二
八
二
）
は
、
そ
の
遺
文
中
（
真
蹟
・
曽

存
・
直
弟
写
本
）
に
お
い
て
真
如
に
つ
い
て
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
日
蓮
滅
後
、
日
像
（
一
二
六
九
―
一
三
四
二
）
門
流
の
流
れ
を
汲

み
、
八
品
門
流
の
祖
と
さ
れ
る
慶
林
坊
日
隆
（
一
三
八
五
―
一
四
六
四
）

の
場
合
、
そ
の
著
述
中
に
お
い
て
真
如
の
語
が
散
見
さ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
日
蓮
以
前
の
諸
師
と
日
隆
の
真
如
論
を
比
較
検

討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
隆
教
学
の
独
自
性
が
浮
き
彫
り
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
量
す
る
。
そ
の
た
め
の
方
法
論
と
し
て
、
ま
ず
中
国
仏

教
に
お
け
る
真
如
論
の
展
開
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
次
い
で
、
最
澄

（
七
六
七
―
八
二
二
）
と
徳
一
（
生
没
年
不
明
）
の
三
一
権
実
論
争
に
注
目

し
、
最
澄
の
真
如
論
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
日
隆
の
著
述
よ

り
真
如
観
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
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二
　
中
国
仏
教
に
お
け
る
真
如
論
の
展
開

中
国
仏
教
に
お
け
る
真
如
論
を
概
観
す
る
と
、
一
切
衆
生
悉
有
仏
性

か
否
か
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
ま
ず
五
世
紀
中
葉
、
竺
道

生
（
―
四
三
四
）
が
闡
提
成
仏
を
提
言
し
た
こ
と
で
、
悉
有
仏
性
の
説

が
通
説
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
玄
奘
（
六
〇
二
―
六
六
四
）
に
よ
る
唯
識

教
学
に
立
つ
新
訳
仏
教
が
、『
瑜
伽
師
地
論
』『
成
唯
識
論
』
等
に
拠
っ

て
行
仏
性
の
立
場
か
ら
五
姓
各
別
説
を
提
唱
し
た
こ
と
で
、
悉
有
か
一

分
無
性
か
を
巡
っ
て
仏
性
論
争
が
展
開
し
た
。

と
り
わ
け
『
成
唯
識
論
』
の
種
子
説
で
は
、
護
月
（
生
没
年
不
明
）
の

本
有
義
、
難
陀
（
六
世
紀
頃
）・
勝
軍
（
生
没
年
不
明
）
の
新
熏
義
、
護
法

（
五
三
〇
―
五
六
一
―
）
の
合
生
義
が
説
か
れ
、｢
本
有
無
漏
種
子
（
悟
り
を

得
る
因
と
な
る
種
子
）｣

の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
『
成
唯
識
論
』
の

種
子
説
で
議
論
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
本
有
無
漏
種
子
で
あ
り
、

そ
の
理
由
と
し
て
、『
摂
大
乗
論
』『
瑜
伽
論
』
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
）
4
（

。

『
瑜
伽
師
地
論
』
で
は
、
真
如
所
縁
縁
（
対
象
と
し
て
の
縁
。
所
縁
と
は
、

心
・
心
作
用
の
対
象
と
い
う
。
心
・
心
作
用
の
対
象
が
原
因
と
な
っ
て
、
心
・
心

作
用
と
い
う
結
果
が
生
ず
る
場
合
に
、
心
・
心
作
用
の
対
象
を
所
縁
縁
、
心
・
心

作
用
を
増
上
果
と
い
う
。
六
因
の
う
ち
能
作
因
﹇
あ
る
も
の
が
生
じ
る
時
、
そ
の

さ
ま
た
げ
に
な
ら
な
い
も
の
﹈
に
含
ま
れ
る
）
5
（

）
種
子
と
定
義
し
、
仏
性
に
近

い
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
成
唯
識
論
』
の
種
子
説
は
、
護
月

や
護
法
の
解
釈
に
従
っ
て
、
真
如
所
縁
縁
種
子
を
無
漏
種
子
に
読
み
替

え
る
こ
と
で
そ
の
解
釈
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
す
る
。

一
方
、
地
論
宗
南
道
派
の
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
―
五
九
二
）
の
流
れ

を
く
む
霊
潤
（
―
六
五
〇
―
）
は
、『
十
四
門
義
』
の
中
で
、『
瑜
伽
師
地

論
』
の
真
如
所
縁
縁
種
子
を
仏
性
と
み
な
し
、
悉
有
仏
性
＝
一
切
皆
成

の
思
想
を
主
張
し
た
。
ま
た
、
こ
の
立
場
か
ら
真
如
所
縁
縁
種
子
を
解

釈
し
た
も
の
が
法
宝
（
六
二
七
―
七
〇
五
）『
一
乗
仏
性
思
想
論
』
が
挙

げ
ら
れ
る
。
法
宝
は
『
一
乗
仏
性
思
想
論
』｢

破
西
方
釈
真
如
所
縁
縁

種
子
）
6
（

｣

の
章
に
お
い
て
、
有
漏
無
漏
の
一
切
の
諸
法
は
真
如
か
ら
生

じ
る
と
い
う
真
如
縁
起
で
捉
え
る
こ
と
で
、
真
如
所
縁
縁
種
子
も
真
如

か
ら
生
じ
る
と
解
釈
を
試
み
た
。
法
宝
の
主
張
に
対
し
、
唯
識
法
相
宗

で
は
、
基
（
六
三
二
―
六
八
二
）『
瑜
伽
師
地
論
略
纂
』、
慧
沼
（
六
五
〇

―
七
一
四
）『
能
顕
中
辺
慧
日
論
』、
智
周
（
六
七
八
―
七
三
三
）『
成
唯
識

論
演
秘
』
等
を
根
拠
と
し
て
反
論
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
）
7
（

。

さ
ら
に
、
中
国
華
厳
宗
の
法
蔵
（
六
四
三
―
七
一
二
）
は
、『
大
乗
起

信
論
記
』｢

真
如
有
二
二
義
）
8
（

一｣

と
し
て
、
如
来
蔵
思
想
の
影
響
に
よ
り
、

不
変
・
随
縁
の
二
義
を
以
て
心
真
如
門
・
心
生
滅
門
の
解
説
を
施
し
て

い
る
）
9
（

。
ま
た
、
中
国
天
台
宗
の
真
如
論
に
お
い
て
、
湛
然
（
七
一
一
―

七
八
二
）
は
、
智
顗
（
五
三
八
―
五
九
七
）『
法
華
文
句
』｢

従
二
無
住
本
一

立
二
一
切
法
）
10
（

一｣

以
下
に
お
い
て
無
住
を
理
、
真
如
、
本
浄
、
不
変
易

と
し
た
解
釈
に
加
え
、
法
蔵
『
大
乗
起
信
論
記
』
の
影
響
を
受
け
、
真

如
に
不
変
・
随
縁
の
語
を
念
頭
に
入
れ
解
釈
を
施
し
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
）
11
（

。
そ
の
根
拠
と
し
て
、『
止
観
大
意
』｢

万
法
是
真
如
。
由
二
不
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変
一
故
。
真
如
是
万
法
。
由
二
随
縁
一
故
）
12
（

。｣

、『
金
錍
論
』｢

一
者
示
二
迷

元
従
レ
性
変
一
。
二
者
示
レ
性
令
二
其
改
一レ
迷
）
13
（

。｣

、『
法
華
文
句
記
』｢

随

縁
不
変
理
在
二
於
期
）
14
（

一
。｣

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
仏
教
に
お
け
る
真
如
思
想
は
、
唯
識
・
法
相
教

学
と
華
厳
・
天
台
教
学
の
二
つ
の
潮
流
が
看
取
で
き
る
。
そ
し
て
、
中

国
仏
教
に
お
け
る
真
如
の
問
題
は
日
本
に
ま
で
展
開
さ
れ
、
平
安
初
期

の
最
澄
と
徳
一
と
の
間
に
論
争
と
な
る
。
こ
の
応
酬
は
三
一
権
実
の
論

議
と
な
り
教
学
全
般
に
及
ぶ
が
、
そ
の
基
盤
は
中
国
で
戦
わ
れ
た
軌
跡

上
に
あ
り
、
最
澄
の
論
は
法
宝
を
根
拠
と
し
、
徳
一
は
慧
沼
の
論
に
立

脚
し
て
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
）
15
（

。
そ
こ
で
次
に
、
最
澄
と
徳
一
と
の

真
如
論
を
巡
る
論
争
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。

三
　
最
澄
の
真
如
論

最
澄
と
徳
一
と
の
三
一
権
実
論
争
の
契
機
に
つ
い
て
は
種
々
の
説
が

あ
り
、
弘
仁
七
年
（
八
一
六
）
に
最
澄
が
『
依
憑
天
台
宗
』
を
公
表
し
、

こ
れ
が
法
論
の
口
火
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、
最
澄
と
徳
一
の
間
で
の
論
争
に
お
け
る
真
如
に
関
す

る
も
の
と
し
て
、
真
如
所
縁
縁
種
子
と
法
爾
無
漏
種
子
が
挙
げ
ら
れ

る
。
両
者
は
法
相
教
学
に
端
を
発
し
、
悟
り
の
原
因
と
し
て
立
て
ら
れ

た
原
理
で
あ
る
）
16
（

。
真
如
に
つ
い
て
の
議
論
は
中
国
で
種
々
の
論
争
が
な

さ
れ
、
最
澄
は
一
切
皆
成
の
立
場
よ
り
法
宝
の
説
を
採
用
し
、
徳
一
は

五
姓
各
別
の
立
場
よ
り
慧
沼
の
説
を
主
張
す
る
。
最
澄
は
『
守
護
国
界

章
』
巻
下
之
中
に｢

救
真
如
所
縁
縁
種
子
章
第
四
）
17
（

｣

の
章
を
立
て
、

真
如
を
所
縁
縁
と
す
る
能
縁
の
智
種
、
す
な
わ
ち
法
爾
無
漏
種
子
で
あ

る
と
す
る
法
相
教
学
の
主
張
を
批
判
し
、
真
如
が
そ
の
ま
ま
種
子
で
あ

る
と
い
う
意
味
で
真
如
所
縁
縁
種
子
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
定
義
し

て
い
る
）
18
（

。
一
方
、『
守
護
国
界
章
』
の
章
末
に
は｢

真
如
即
所
縁
縁
）
19
（

｣

と
も
あ
り
、
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
と
の
指
摘
も
挙
げ
ら
れ
る
）
20
（

。

こ
の
矛
盾
に
つ
い
て
最
澄
は
、
真
如
随
縁
の
義
で
あ
る
と
し
た
上

で
、
真
如
随
縁
を
重
要
な
概
念
と
し
て
、
自
己
の
教
学
の
中
に
取
り
込

ん
だ
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
真
如
に
不
変
の
属
性
と
随
縁
の

属
性
を
認
め
、
そ
れ
は
真
如
の
二
分
を
可
能
に
し
、
不
変
と
随
縁
を
分

け
て
真
如
が
存
在
し
た
と
推
察
で
き
る
。
そ
う
解
釈
す
る
こ
と
で
、
不

変
真
如
と
随
縁
真
如
と
い
う
、
湛
然
に
よ
っ
て
取
り
込
ま
れ
た
法
蔵
教

学
の
援
用
に
よ
り
、
真
如
所
縁
縁
種
子
が
真
如
種
子
で
あ
り
、
同
時
に

所
縁
縁
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
真
如
所
縁
縁
種
子

の
所
縁
縁
の
解
釈
が
、
新
た
な
段
階
を
提
示
し
え
た
こ
と
を
意
味
し
、

最
澄
の
段
階
で
一
応
の
合
理
的
帰
結
を
得
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
（2
（

。

以
上
、
最
澄
に
お
け
る
真
如
論
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
最
澄
は

法
宝
が
主
張
す
る
一
切
皆
成
説
を
採
用
し
た
上
で
、
さ
ら
に
不
変
真
如

を
所
縁
縁
、
随
縁
真
如
を
種
子
と
捉
え
る
こ
と
で
真
如
の
定
義
を
明
確

に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
な
お
、
最
澄
は
智
顗
が
提
唱

す
る
一
念
三
千
論
を
離
れ
て
真
如
随
縁
論
を
展
開
し
た
問
題
に
つ
い
て

は
、
最
澄
は
法
相
宗
の
凝
然
真
如
論
と
同
じ
土
俵
で
論
戦
す
る
た
め
に
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不
変
・
随
縁
真
如
論
に
拠
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
22
（

。

四
　
日
隆
の
真
如
論

日
蓮
遺
文
中
、
真
蹟
・
曽
存
・
直
弟
写
本
中
に
お
け
る｢

真
如｣

の

語
は
、『
守
護
国
家
論
』『
立
正
観
抄
』『
崇
峻
天
皇
御
書
』
等
が
挙
げ

ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
『
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決
』『
大
乗
起
信
論
』
の

引
用
に
留
ま
る
。
一
方
、『
立
正
観
抄
』
で
は
、｢

伝
教
大
師
ノ
血
脈
ニ

云
ク

夫
一
言
ノ

妙
法
ト
ハ

者
開
二イ
テ

両
眼
一ヲ

見
二ル

五
塵
ノ

境
一ヲ

時
ハ

者 

応べし二
随
縁
真
如
一ナ
ル
。
閉
二テ
両
眼
一ヲ
住
二ス
ル
無
念
一ニ
時
ハ
者
当
二シ
不
変
真 

如
）
23
（

一ナ
ル
。｣｢

夫
尋
二レ
ハ
天
台
ノ
観
法
一ヲ
者
於
二テ
大
蘇
道
場
一ニ
三
昧
開
発
セ
シ
ヨ
リ

已
来
開
レテ
目
ヲ
思
二
ヘ
ハ
妙
法
一ヲ
随
縁
真
如
也
。
閉
レテ
目
ヲ
思
二ヘ
ハ
妙
法
一ヲ
不
変

真
如
也
。
此
両
種
ノ
真
如
ハ
只
一
言
ノ
妙
法
ニ
有
）
24
（

リ
。｣
と
あ
り
、
随
縁
真

如
・
不
変
真
如
に
ま
で
触
れ
て
い
る
が
、『
立
正
観
抄
』
は
真
偽
未
決

の
状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
所
縁
縁
種
子
や
法
爾
無
漏
種
子
の
語
も
ほ
と

ん
ど
確
認
で
き
な
か
っ
た
）
25
（

。

こ
う
し
た
中
、
日
隆
の
著
述
中
に
は
、
不
変
真
如
・
随
縁
真
如
の
語

が
散
見
さ
れ
る
が
、
日
蓮
と
同
様
、
真
如
論
の
中
心
課
題
で
あ
る
所
縁

縁
種
子
や
法
爾
無
漏
種
子
の
語
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
。
そ
こ

で
、
日
隆
の
著
述
中
に
お
け
る
真
如
の
語
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
ま

ず
法
相
宗
の
真
如
に
つ
い
て
解
釈
す
る
箇
所
が
存
在
す
る
。

仍
て
爾
前
諸
経
諸
宗
殊
に
法
相
宗
等
の
心
は
、
別
教
の
但
理
、
性
各
別
の
旨
を

以
て
、
諸
法
実
相
世
間
相
常
住
と
は
云
へ
ど
も
、
真
如
実
相
其
の
理
独
り
常
住

に
し
て
、
而
も
真
如
の
理
内
よ
り
縁
起
縁
生
す
る
諸
法
の
方
は
無
常
な
り
、
故

に
諸
法
常
住
と
云
ふ
は
真
如
所
依
常
の
得
分
な
り）26
（

日
隆
に
よ
れ
ば
、
爾
前
諸
経
や
諸
宗
・
法
相
宗
等
の
心
は
、
あ
く
ま

で
別
教
中
に
説
か
れ
る
但
理
（
空
・
仮
の
二
諦
を
否
定
し
て
一
方
的
に
立
て

る
中
諦
の
こ
と
）
は
、
五
姓
各
別
の
教
え
を
も
っ
て｢

諸
法
実
相｣

や 
｢

世
間
相
常
住｣

と
説
い
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
真
如

と
は
実
相
で
あ
り
、
理
ば
か
り
が
常
住
で
あ
っ
て
、
真
如
の
理
内
よ
り

縁
起
縁
生
（
す
べ
て
の
事
物
は
因
縁
に
よ
っ
て
生
ず
る
仮
り
の
も
の
で
あ
り
、

実
体
を
も
っ
て
独
自
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
）
す
る
諸
法
の
教
え
は
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
常
に
生
滅
変
化
し
て
移
り
変
わ
り
、
瞬
時
と

し
て
同
じ
状
態
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
と
定
義
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

日
隆
は
、
法
相
教
学
に
お
け
る
真
如
に
つ
い
て
、
五
姓
各
別
を
主
張
し

た
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

次
い
で
天
台
宗
に
お
け
る
真
如
論
の
に
つ
い
て
は
、

而
る
に
一
家
天
台
の
意
も
種
子
新
薫
の
義
を
不
軽
品
の
疏
等
に
釈
し
た
ま
へ

り
。
而
る
に
名
は
同
、
義
は
大
に
別
な
り
。
其
の
故
は
天
台
の
心
は
真
如
と
万

法
と
別
に
置
か
ず
し
て
万
法
即
真
如
、
真
如
即
万
法
に
し
て
、
善
悪
の
諸
法
悉

く
随
縁
真
如
縁
起
常
住
に
し
て
真
如
の
事
に
顕
れ
行
く
を
種
子
新
薫
と
は
云
ふ

な
り
）
27
（

。
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日
隆
の
真
如
論
に
つ
い
て
（
米

澤
）

と
主
張
し
、
天
台
宗
の
意
は
種
子
は
新
熏
義
を
採
用
し
、
一
見
、
法
相

教
学
と
同
様
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
義
に
お
い
て
相
違
が
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
『
法
華
文
句
』
等
に
お
い
て
解
釈
さ
れ
、
天
台
宗
で
は
真
如
と

万
法
を
別
に
置
か
ず
、
万
法
は
即
ち
真
如
・
真
如
は
即
ち
万
法
で
あ
っ

て
、
善
悪
の
諸
法
は
随
縁
真
如
や
縁
起
常
住
に
よ
る
。

一
方
、
日
隆
は
『
法
華
経
』
一
品
二
半
と
本
門
八
品
の
間
に
お
い
て

も
不
同
が
あ
る
と
し
、
真
如
論
を
展
開
し
て
い
る
。

当
宗
の
義
に
云
く
、
本
門
八
品
の
要
法
は
五
重
玄
の
中
に
は
総
名
な
り
、
一
品

二
半
の
方
は
体
玄
義
な
り
。
故
に
八
品
の
教
主
は
本
因
本
果
の
報
身
な
り
、
一

品
二
半
の
方
は
教
主
は
法
身
。
八
品
の
辺
は
事
成
顕
本
随
縁
真
如
の
事
円
な

り
。
一
品
二
半
の
辺
は
理
成
顕
本
な
り
、
不
変
真
如
の
理
円
な
り
。
八
品
の
辺

は
信
行
、
一
品
二
半
の
辺
は
法
行
な
り
。
八
品
の
辺
は
逆
化
折
伏
な
り
、
一
品

二
半
の
辺
は
順
化
摂
受
な
り
）
28
（

。

こ
こ
で
は
、
一
品
二
半
と
本
門
八
品
に
お
い
て
、
本
門
八
品
は
五
重

玄
義
中
、
そ
れ
ら
を
総
在
し
た
総
名
で
あ
る
と
規
定
し
、
一
品
二
半
は

体
玄
義
の
範
疇
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
本
門
八
品
の
教
主
は
本
因
本

果
を
備
え
た
報
身
仏
で
あ
り
、
一
品
二
半
の
教
主
は
法
身
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
門
八
品
の
教
主
は
事
成
顕
本
で
あ
り
、
随
縁
真
如
に
よ
る

仏
の
化
導
で
あ
る
が
、
一
品
二
半
の
教
主
は
理
成
顕
本
で
あ
っ
て
、
不

変
真
如
の
理
具
一
念
三
千
の
仏
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
門
八

品
に
明
か
さ
れ
る
教
え
は
信
行
に
よ
る
成
仏
で
あ
り
、
一
品
二
半
で
は

法
行
、
す
な
わ
ち
悟
り
の
成
仏
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
本
門
八
品
の
立
場
よ
り
見
る
な
ら
ば
、
逆
化
・
折
伏
の
末
法
の
衆

生
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
一
品
二
半
で
は
順
化
・
摂
受
の
衆
生
を
対

象
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

五
　
お
わ
り
に

以
上
、
中
国
仏
教
に
お
け
る
真
如
論
の
展
開
か
ら
、
最
澄
の
真
如

論
、
日
隆
の
真
如
論
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
中
国
仏
教
や
三
一
権

実
論
争
に
お
け
る
真
如
の
問
題
は
、
そ
の
多
く
が
一
切
皆
成
説
と
五
姓

各
別
説
の
立
場
よ
り
論
じ
ら
れ
、
真
如
所
縁
縁
種
子
と
法
爾
無
漏
種
子

巡
る
問
題
が
注
目
で
き
る
。

一
方
、
日
隆
の
真
如
論
は
諸
宗
に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
真
如
論
と
は

相
違
が
見
ら
れ
、
あ
く
ま
で
『
法
華
経
』
の
立
場
よ
り
真
如
論
を
展
開

し
て
き
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
日
隆
教
学
の
根
本
は

『
法
華
経
』
本
門
八
品
の
思
想
を
以
て
一
切
の
経
典
を
解
釈
し
よ
う
と

い
う
姿
勢
か
ら
も
そ
の
傾
向
が
窺
え
る
。
中
国
仏
教
や
法
相
教
学
・
天

台
教
学
で
は
（
当
時
は
末
法
で
は
な
い
た
め
か
）、
あ
く
ま
で
悟
り
を
目
的

と
し
た
真
如
理
解
を
根
底
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
隆
は
日
蓮
遺
文

を
基
礎
と
し
て
、
末
法
の
衆
生
と
い
う
自
身
の
機
根
を
十
分
に
自
覚

し
、
以
信
得
入
に
よ
る
成
仏
を
基
底
に
置
き
、
不
変
真
如
・
随
縁
真
如

を
『
法
華
経
』
を
通
し
て
解
釈
す
る
こ
と
で
、
成
仏
へ
の
道
へ
と
導
き

出
そ
う
と
試
み
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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日
隆
の
真
如
論
に
つ
い
て
（
米

澤
）

1　

主
に
、
赤
沼
（
一
九
二
九
）
五
一
七
頁
以
下
、
常
磐
（
一
九
三
〇
）
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。　
　
　

2　
『
大
正
』
第
三
三
巻
七
八
二
頁
b
。　
　
　

3　

日

蓮
宗
宗
務
院
（
一
九
八
一
）
二
二
九
頁
。　
　
　

4　

吉
村
（
二
〇
〇
六
）。　
　
　

5　

蓑
輪
（
一
九
九
一
）。　
　
　

6　

浅
田
（
一
九
八
六
）。　
　
　

7　

久
下

（
一
九
八
八
）。　
　
　

8　
『
大
正
』
第
四
四
巻
二
五
五
頁
c
。　
　
　

9　

山

田
（
一
九
三
五
）。　
　
　

10　
『
大
正
』
第
三
四
巻
三
七
頁
c
。　
　
　

11　

秋

田
（
一
九
九
〇
）。　
　
　

12　
『
大
正
』
第
四
六
巻
四
六
〇
頁
b
。　
　
　

13　
『
大

正
』
第
四
六
巻
七
八
二
頁
c
。　
　
　

14　
『
大
正
』
第
三
四
巻
二
九
二
頁
b
。　
　
　

15　

久
下
（
一
九
八
八
）。　
　
　

16　

蓑
輪
（
一
九
九
一
）。　
　
　

17　
『
大

正
』
第
七
四
巻
二
二
四
頁
a
。　
　
　

18　

蓑
輪
（
一
九
九
一
）。　
　
　

 

19　
『
大
正
』
第
七
四
巻
二
二
六
頁
a
。　
　
　

20　

蓑
輪
（
一
九
九
一
）。　
　
　

21　

蓑
輪
（
一
九
九
一
）。　
　
　

22　

浅
井
（
二
〇
〇
四
）。　
　
　

23　
『
定

遺
』
第
一
巻
八
四
九
頁
。　
　
　

24　
『
定
遺
』
第
一
巻
八
五
〇
頁
以
下
。　
　
　

25　
『
守
護
国
家
論
』『
定
遺
』（
第
一
巻
九
九
頁
）
に
、『
心
地
観
経
』
の
引
用

と
し
て｢

法
爾
無
漏
種
子｣

の
語
が
確
認
で
き
る
。　
　
　

26　
『
法
華
宗
本
門

弘
経
抄
』
第
四
巻
一
〇
頁
以
下
。　
　
　

27　
『
日
隆
聖
人
御
聖
教
』
第
五
巻

三
三
六
頁
。　
　
　

28　
『
日
隆
聖
人
御
聖
教
』
第
三
巻
一
二
六
頁
以
下
。

〈
一
次
文
献
〉

『
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
』
日
蓮
聖
人
御
降
誕
奉
讃
会
、
一
九
七
〇
―

一
九
七
一

『
日
隆
聖
人
御
聖
教
』
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
会
、
一
九
五
五
―
一
九
八
二

〈
参
考
文
献
〉

赤
沼
智
善｢

起
信
論
の
真
如
に
就
い
て｣

『
大
谷
学
報
』
第
一
〇
号
・
第

一
一
号
、
一
九
二
九

常
磐
大
定
『
仏
性
の
研
究
』
丙
午
出
版
社
、
一
九
三
〇

日
蓮
宗
事
典
刊
行
委
員
会
編
『
日
蓮
宗
事
典
』
日
蓮
宗
宗
務
院
、
一
九
八
一

吉
村
誠｢

唯
識
学
派
に
お
け
る
種
子
説
の
解
釈
に
つ
い
て
―
―
真
如
所
縁
縁

種
子
か
ら
無
漏
種
子
へ
―
―｣

『
印
仏
研
』
第
五
五
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
六

蓑
輪
顕
量｢

最
澄
の
真
如
理
解｣

『
印
仏
研
』
第
四
〇
巻
第
一
号
、
一
九
九
一

浅
田
正
博｢

法
宝
撰
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
巻
第
四
・
第
五
の
両
巻
に
つ
い

て｣

『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
紀
要
』
第
二
五
号
、
一
九
八
六

久
下
陞｢

中
日
両
国
に
亙
る
仏
性
論
の
展
開
―
―
真
如
所
縁
縁
種
子
論
争
を

め
ぐ
っ
て
―
―｣

『
仏
教
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
年
報
』
第
六
号
、

一
九
八
八

山
田
亮
賢｢

真
如
随
縁
思
想
に
つ
い
て｣

『
印
仏
研
』
第
二
巻
第
一
号
、

一
九
三
五

秋
田
光
兆｢

湛
然
の
真
如
観｣

『
天
台
学
報
』
第
三
二
号
、
一
九
九
〇

蓑
輪
顕
量｢

真
如
所
縁
縁
種
子
と
法
爾
無
漏
種
子｣

『
仏
教
学
』
第
三
〇
号
、

一
九
九
一

浅
井
圓
道｢

法
華
経
を
中
心
と
し
た
日
本
仏
教
―
―
法
華
経
の
根
本
真
理
の

立
て
方
の
変
化
―
―｣

『
日
本
仏
教
総
合
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
〇
四

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
法
宝
、
慧
沼
、
最
澄
、
徳
一
、
日
蓮
、
日
隆
、
真
如

（
興
隆
学
林
非
常
勤
講
師
・
博
士
（
文
学
））


